
乱流境界層中における鉛直方向の拡散とその拡散パラメータについて（風洞実験）

験を対象にして解析し，乱流境界層内における鉛直方向

の拡散について以下のことが分かった．

　（1）排出源が有高な場合の乱流境界層内における鉛直

方向の濃度分布は，平板上や平坦な地形上はもちろん，

やや複雑な地形上においても近似的には正規型の濃度式

が適用できる．

　（2）鉛直方向の拡散パラメータのは，r相当排出源

高度hのまわりの2次のモーメントの平方根」にほぽ等

しい．すなわち，近似的な解釈としては，σ、がhのま

わりの濃度分布の標準偏差と考えることができる．

　（3）相当排出源高度hの洗れ方向の変化は，平板上や

平坦な地形上では大ぎと変化は見られなかった．しか

し，複雑な地形上では，地形の影響により大きく変化し

て行くことが分かった．実用の場合，種々の地形の形状

におけるhの高さを如何にして予測するかは今後研究す

る必要がある．

　本報告の風洞実験は，科学技術庁国立機関原子力試験

研究費「大気中に放出された放射性物質拡散の即時予測

システム開発に関する研究（昭和56～60年度）」により

行われたものである．
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r短期・中期数値予報の国際シンポジウム」のお知らせ

　標記シンポジウムが来たる8月・4日（月）～8日（金），

東京の気象庁講堂で，開催されます．現在のところ，論

文数は招待を含め約170篇，うち約90篇が口頭発表さ

れ，残りがポスターセッションで発表される予定です．

日程は次の通りです．

8月4日

セッション1：客観解析・データ同化・観測システム

　　　　　　　　実験

セッションn：大気のバランスとイニシャリゼイショ

　　　　　　　　ン

8月5日

セッション皿：物理過程のパラメタリゼイショソ

セッションW：数値計算スキーム

8月6日

1986年6月

セッションV：全球予報モデル

セッションV［：限定領域モデル

8月7日
セッション皿：メソスケール現象の解析と予報

セッショゾ皿：熱帯低気圧予報を含む熱帯域での数値

　　　　　　　　予報

8月8日
　セッションIX：地形の効果と取扱い

セッションX：予報誤差の評価と解釈，予報可能性

セッションM：将来の展望（パネル・ディスカッショ

　　　　　　　　ン）

　同シンポジウムについてのお問合せは，気象庁予報部

数値予報課，または東大理学部地球物理・松野まで．
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